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つくば市におけるサービス提供者・アカデミア・行政一体で実施した 

緊急ショートステイ空床お知らせ実証実験  
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   研究代表者  田宮菜奈子 筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野 教授 

   

研究要旨 

自治体において3年に一度実施される高齢者のニーズ調査において、緊急ショートステイサー

ビスの非常に高いニーズを受けて、つくば市で緊急ショートステイサービスの利用を促進す

べく実施した「緊急ショートステイ空床お知らせカレンダー」の実証実験について、サービ

ス提供者、アカデミア、行政が一体となって実施した先駆的事例として報告する。 

 

Ａ．研究目的 

各自治体で 3年に一度実施される介護福

祉計画策定のためのニーズ調査において、

つくば市では、毎回、緊急ショートステイ

サービスのニーズが非常に高い結果であっ

た。しかし、その利用がなかなか促進され

てこなかったことから、市の高齢者福祉計

画策定委員会内に、「緊急ショートステイ

利用促進専門部会」を立ち上げ、サービス

提供者、アカデミア、一般市民が参加し、

市の同席の元、緊急ショートステイサービ

スの利用促進に向けた議論を行った。その

中で、つくば市の緊急ショートステイサー

ビスについてさらなる調査を行ったところ、

要介護高齢者数とベッド数との兼ね合い等

からベッド数が不足しているのではなく、

どの施設において空床があるかがわかりに

くいことが利用促進を妨げているのではな

いかとの仮説に至り、空床お知らせカレン

ダーを作成しその実証実験を実施した。当

実証実験を、サービス提供者、アカデミア、

行政が一体となって立ち上げた先駆的事例

として報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

市の高齢者福祉計画策定委員会内に、平

成 27年 4月に緊急ショートステイ利用促進

専門部会が 1年間の期間で立ち上げられ、

筆者らも参加し、緊急ショートステイサー

ビス利用促進に向けた議論を重ねた。その

うち、平成 27年 12月～翌年 2月までに行

われた空床お知らせカレンダー実証実験の

実施経緯とその結果を報告する。 

 

（倫理面への配慮） 

個人を特定できる情報は、報告書に掲載し

ないため倫理面の問題なし。 

 

Ｃ．研究結果 

つくば市において、3年に一度実施され

る介護福祉計画策定のためのニーズ調査に

おいて、毎回緊急ショートステイサービス

のニーズが非常に高い結果であったが、同

サービスの利用促進がなかなか図られてこ

なかった。そこで、市の高齢者福祉計画策

定委員会内に、緊急ショートステイ利用促

進専門部会を立ち上げ、サービス提供者、

アカデミア、一般市民が参加し、市の同席

の元、サービス利用促進に向けた議論がな

された。つくば市の緊急ショートステイサ
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ービスについてさらなる調査を行ったとこ

ろ、要介護高齢者数とベッド数との兼ね合

い等からベッド数が不足しているのではな

く、どの施設において空床があるかがわか

りにくいことが利用促進を妨げているので

はないかとの仮説に至り、空床お知らせカ

レンダーを作成しその実証実験を実施する

こととなった。 

実証実験は、平成 27年 12月 18日～平

成 28年 2月 15日の期間に実施され、ID

とパスワードが設置された Web上のカレン

ダーに、協力の同意が得られた施設により

空床が入力され、ケアマネジャーが閲覧す

る方法をとった。 

実証実験終了後、緊急ショートステイ該

当事業所およびケアマネジャーにアンケー

ト調査を実施したところ、本空床お知らせ

カレンダーが直接活用されてサービス利用

にいたった事例が 2件あったことがわかっ

た。本カレンダーについては、入力画面が

見づらいといった物理的課題や、直近の情

報であるかどうかが疑問視されるといった

懸念点も報告されたが、一目で空床施設が

わかり活用できるといった好意的な意見が

多かった。 

 

Ｄ．考察 

本実証実験は、サービス利用の促進につ

なげることが目的であったが、さらにサー

ビス提供者、アカデミア、行政が一体とな

って、また一般市民の意見も取り入れられ

て実施したことに大きな意義があると思わ

れる。このような種々のステークホルダー

の協力による取り組みを促進していくこと

は、今後、介護者支援策を有効に実施して

いく上でも必要となってくるであろう。 

実証実験後のアンケート調査では、カレ

ンダーの閲覧をするケアマネジャーの側も、

入力をする事業所側も、一目で空き状況が

わかり有用である、空床利用につながる等、

好意的な感想が多かった。一方で、事業所

の入力の手間と、入力情報が直近であるか

どうかのバランスをどうとっていくかは難

しいところである。さらに、緊急受け入れ

のため、事業所側にとって利用歴のない初

めての利用者を受け入れることになるケー

スもあり、その際、どのような情報が必要

か、またそれを記載するフォーマットを整

理し、場合によっては市内で統一すること

も検討することが提案された。 

今後は、こうした課題を考慮しながら、

実証実験から次の段階へどのように進める

かを検討する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 本報告では、在宅介護の継続に一番望

まれる緊急ショートステイの利用促進に向

けた検討を、サービス提供者、アカデミア、

行政が一体となって行った先駆的事例を報

告した。つくば市においては、同サービス

の促進には空床カレンダーが有用と判断さ

れ、実証実験を行ったが、各地域のニーズ

に応じた対応が必要だと考えられる。 

 

Ｆ．研究発表 

１．論文発表 

なし 

 

２．学会発表 

なし 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況（予定を
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１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 


